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自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　

自
助
と
は
、
個
人
と
同
居
す
る
家

族
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
主

な
目
的
で
す
。

［
命
を
守
る
努
力
］

◉
倒
れ
な
い
家
に
住
む
（
地
震
）

◉
家
具
を
固
定
す
る
（
地
震
）

◉
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る（
大
雨
）

◉
山
や
川
に
近
づ
か
な
い
（
大
雨
）

［
日
頃
の
備
え
］

◉
寝
床
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
靴
を
置
く

◉
食
糧
七
日
分
・
飲
料
水
三
日
分
の

準
備

◉
家
族
の
安
否
確
認
方
法
や
集
合
場

所
を
決
め
て
お
く

地
域
全
体
で
自
ら
の
地
域
を
守
る

　

共
助
と
は
、
地
域
や
近
隣
の
人
た

ち
が
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
円
滑

な
避
難
・
救
助
・
復
旧
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

［
避
難
・
救
助
］

◉
避
難
指
示
な
ど
の
連
絡

◉
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援

◉
初
期
消
火

◉
負
傷
者
の
救
出
・
搬
送

◉
避
難
所
運
営

［
日
頃
の
備
え
］

◉
防
災
・
水
防
訓
練

◉
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

◉
連
絡
体
制
の
確
立

◉
災
害
時
要
援
護
者
支

援
計
画

◉
安
否
確
認
方
法
の
確
保

◉
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成

行
政
や
消
防
機
関
な
ど
の
活
動

　

市
は
、
自
衛
隊
や
消
防
機
関
な
ど

と
連
携
を
と
っ
て
、
被
災
者
の
救
助

や
復
旧
・
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
迅
速
に
行
う

た
め
に
は
、
被
災
し
た
各
町
内
と
の

連
携
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
連
携
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

　

旭
町
で
は
、
毎
年
全
世
帯
か
ら
防

災
台
帳
が
提
出
さ
れ
、
台
帳
に
よ
っ

て
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
台
帳
に

要
介
護
の
記
載
が
あ
っ
た
人
の
お
宅

へ
、
民
生
委
員
と
防
災
委
員
が
ペ
ア

で
戸
別
訪
問
し
「
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
避
難
支
援
計
画
」
の
通
知

と
「
要
介
護
者
訪
問
調
査
票
」
を
渡

し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
が
町
内
に
提

出
さ
れ
る
と
、
防
災
委
員
と
民
生
委

員
が
話
し
合
い
、
町
内
支
援
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
各
組
の

避
難
誘
導
班
が
全
て
の
要
援
護
者
を

把
握
し
て
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や

必
要
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
支
援

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
調
査
を
、
10

年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
た

め
、
昨
年
度
、
市
が
要
援
護
者
と
し

て
示
し
た
介
護
度
３
以
上
の
23
人
に

比
べ
、
旭
町
の
独
自
調
査
に
よ
っ
て

支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
人
は
46
人

と
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

要
援
護
者
の
デ
ー
タ
は
、
一
覧
表

で
管
理
さ
れ
、
も
し
も
の
と
き
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
役
員
の
手
に
よ
っ

て
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
守
る
共
助
の
取
り
組
み

共 助

　
大
規
模
な
災
害
に
お
い
て
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
連
携
こ
そ
が
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る
鍵
で
す
。
特
に
、
共

助
は
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
、
発
災
直
後
か
ら
地
域
を
守
る
中
心
で
あ
る
ほ
か
、

個
人
や
家
庭
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
　

地域の防災力
災害時の

被害を抑える

自助 共助

公助

災害時に必要な自助・共助・公助の連携図

特集：災害に打ち勝つ「まち」

自
助
・
共
助
・
公
助

東日本大震災発生から１ヵ月後の避難所（岩手県大
おおつちちょう
槌町城

しろやま
山公民館）

①
全
世
帯
が
防
災
台

帳
を
提
出
（
毎
年
）

②
要
介
護
者
宅
へ
戸

別
訪
問

③
要
介
護
者
か
ら
訪

問
調
査
票
を
回
収

⑤
災
害
時
要
援
護
者

一
覧
表
の
作
成

⑥
災
害
時
要
援
護
者

の
住
む
組
で
支
援

計
画
を
作
成

④
民
生
委
員
と
防
災

委
員
が
支
援
の
必

要
性
を
検
討

　東日本大震災でもよく耳にする絆を、旭町でも強化してい

きたいと思っています。「小さな組織が機能して、その上の

組織も機能する」からです。まず家庭、そして組。この連

携がスムーズにできて、はじめて旭町全体も連携できます。

　このため、救護班を担う婦人部に対しても、自分の家や

近所で実施することを想定して、応急手当てなどの訓練に取

り組むようお願いしています。また、一丁目から三丁目の中

学校の保護者から防災委員と中学生からリーダーを一人ず

つおいて、若者の防災意識の向上に努めています。

　これからも、小さな組織の連携強化に取り組み、普段か

ら地域の絆を深められるようがんばります。

自主防災委員長

安
やすまつ

松 則
の り お

生 さん（旭町）

災害時要援護者の支援検討会

災害時要援護者支援計画作成の流れ

漏
れ
の
な
い
調
査

「小さい組織の機能を強化」

災
害
時
要
援
護
者
を
町
内
で
全
力
支
援

〜
旭
町
自
主
防
災
会
の
取
り
組
み
〜

の
鍵
が
、
自
主
防
災
会
や
避
難
所
な

ど
の
防
災
力
で
あ
り
、
地
域
の
絆
や

共
助
の
力
が
、
過
去
の
災
害
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

行
政
支
援
が
行
き
届
く
ま
で
の
活

動
は
地
域
が
主
体
で
す
。
ぜ
ひ
、
災

害
が
起
き
る
前
に
、
家
庭
と
地
域
が

連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。　

災害などに関わる情報を上手にキャッチしよう！

ＦＭ島田（76.5MHz）
　携帯ラジオで情報収集が可能です。ラジオ放送では、
過去の災害で利用されたように、行政情報のほか、安
否確認など市民から市民への情報発信も期待されます。

防災メール（bousai.shimada-city@raiden.ktaiwork.jp）
　携帯電話に直接メールが届きます。風水害などによる
避難勧告や、災害発生後の支援情報などを文字で手元
に残しておくことができます。

　市が発信する、災害などに関わる情報を紹介します。もしものときに、必要な情報をキャッチできるよう、
あらかじめ準備しておきましょう。


